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会費に 
ついて 

・会員増やすためにも会費
がもう少し安くなるといい
と思います。高くて続けら
れないという若い方の声を
聞く 
 

表 1 主な医療職種の会員会費など            
 入会時 日本●●会 新潟県●●会 県の合計額  

  
支払 
合計 

入会金 年会費 会員概数 入会金 年会費 会員概数 年会費のみ  

管理栄養士 
栄養士 

19,000   6,500 42,000 1,000 11,500 1,100 12,650,000 ＋入会金 

理学療法士 20,000 5,000 5,000 140,000   10,000 1,600 16,000,000  

作業療法士 25,000   15,000 60,000   10,000 1,000 10,000,000  

言語聴覚士 12,000    21,000 2,000 10,000 380 3,800,000 ＋入会金 
看護師 22,500   5,000 760,000 10,000 7,500 16,100 120,750,000 ＋入会金 
歯科衛生士 16,000 2,000 7,000 21,000   7,000 1,260 8,820,000  

→栄養士・管理栄養士の会費は、他職種と同程度。 

＊支払い合計額には「日本栄養士会」の会費も含まれている。 
【会費一人当たりの使途】 
日栄 36％、県栄 64％（内訳：公益事業_75％、法人会計_25％、） 
 
表 2 新潟県栄養士会と他県栄養士会（会員数の近い県）の比較 
  年会費 入会金 会員概数 県の合計額   

新潟県 11,500 1,000 1,100 12,650,000    

長野県 10,500 1,000 1,300 13,650,000    

千葉県 10,000 1,000 1,370 13,700,000    

静岡県 9,500 1,000 1,370 13,015,000    

広島県 13,000 1,000 1,330 17,290,000    

→会員数が同じような県と比較す
ると、大きな差はない 



 
【新潟県栄養士会の現状】 
・費用総計の 80％以上を公益事業（支部・職域活動費）の活動費に使用（新潟県民 約 2,100,000 人）。 
・令和 6年度、活動費用（支出額）は変わらないが、会員・賛助会員減による収入減により、昨年度との収入
比較増減は、－81 万円。 

・活動費を捻出し組織力を強化するためには、会員増対策が必要。 
 
【新潟県栄養士会における会費を上げない工夫】 
・総会資料と機関紙を合併させ、印刷・郵送費用抑制。 
・会議は Zoomにて実施することで、交通費を節約。 
・事業予算の綿密な精査実施。 
・会員増対策委員会に於いて種々検討。 
 
【結論】 
会費減は、公益事業を減らすことにつながります。会費減の可否は、総会での審議が必要です。2025 年度事業
は会員 1200人を目標に予算を作成。→当面の会費は従来通りにせざるをえない状況です。 
 

 


